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39 　現場から
三
月
に
、
か
で
る
2
7
ホ
ー
ル
で
開
催
し
た
「
人
形
劇
俳
優
た
い
ら
じ
ょ
う
里
帰
り
公
演
・
は
な
れ
瞽
女
お
り
ん
」
は
、
レ
ッ
ド
ベ
リ
ー
ス
タ
ジ
オ
を
拠
点
に
実
行
委
員
が
二
年
が
か
り
で
取
り
組
ん
だ
大
仕
事
で
し
た
。
資
金
調
達
の
た
め
に
初
め
て
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
行
っ
た
こ
と
も
貴
重
な
経
験
で
し
た
。
六
月
に
は
コ
ン
カ
リ
ー
ニ
ョ
で
上
方
落
語
家
・
林
家
卯
三
郎
の
入
門
二
〇
周
年
記
念
独
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
大
会
場
で
の
事
業
を
主
管
し
た
こ
と
も
今
年
の
特
記
事
項
で
す
。
七
月
開
催
の
「
守
輪
咲
良
メ
ソ
ッ
ド
演
技
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
に
は
、
常
連
に
加
え
期
待
の
若
手
俳
優
四
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
私
と
高
二
〇
一
九
年
二
月
で
私
は
七
〇
歳
に
な
り
ま
し
た
。
嘘
で
し
ょ
う
、
と
言
い
た
く
な
り
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
現
実
。
L
iv
e
 a
s
 if y
o
u
 w
e
re
 to
 d
ie
 to
m
o
rro
w
. 
L
e
a
rn
 a
s
 if y
o
u
 w
e
re
 to
 liv
e
 fo
re
v
e
r.
「
明
日
死
ぬ
と
思
っ
て
生
き
な
さ
い
、
永
遠
に
生
き
る
と
思
っ
て
学
び
な
さ
い
」。
ガ
ン
ジ
ー
の
言
葉
だ
そ
う
で
す
が
、
私
の
二
〇
一
九
年
は
ま
さ
に
新
し
く
生
き
る
た
め
の
学
び
と
清
算
の
一
年
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
稿
は
、
私
個
人
の
近
況
報
告
の
よ
う
な
も
の
に
な
り
ま
す
が
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。
ス
タ
ジ
オ
は
そ
の
時
々
の
私
の
あ
り
よ
う
の
反
映
だ
と
思
う
の
で
。
二
〇
一
二
年
度
か
ら
四
期
八
年
勤
め
た
札
幌
演
劇
シ
ー
ズ
ン
実
行
委
員
会
の
事
務
局
長
を
、
二
〇
一
九
年
度
で
退
任
し
ま
す
。
（
詳
し
く
は
演
劇
シ
ー
ズ
ン
の
項
を
）。
ま
た
二
〇
年
前
か
ら
三
つ
の
大
学
で
担
当
し
て
き
た
非
常
勤
講
師
の
仕
事
も
定
年
等
で
す
べ
て
終
了
と
な
り
ま
し
た
。
曜
日
や
時
間
の
制
約
が
な
く
な
り
、
二
〇
一
九
年
は
何
度
も
旅
に
出
ま
し
た
。
七
月
、
四
〇
年
ぶ
り
に
パ
リ
へ
。
九
月
、
利
賀
シ
ア
タ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
へ
。
一
一
月
久
し
ぶ
り
の
東
京
で
劇
場
三
昧
。
こ
れ
か
ら
も
各
地
へ
出
か
け
ま
す
。
そ
の
間
、
ス
タ
ジ
オ
は
休
館
と
な
り
ま
す
が
。
二
〇
一
九
年
の
レ
ッ
ド
ベ
リ
ー
ス
タ
ジ
オ
レ
ッ
ド
ベ
リ
ー
ス
タ
ジ
オ
主
宰　
飯
塚
優
子
マンスリーピアノ 「歌いましょう冬の歌」
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40　　　　　　　現場から
校
同
期
の
守
輪
（横
浜
在
住
）
が
、
N
Y
ア
ク
タ
ー
ズ
ス
タ
ジ
オ
で
、
リ
ー
・
ス
ト
ラ
ス
バ
ー
グ
本
人
か
ら
学
ん
だ
演
技
の
科
学
を
伝
え
る
機
会
、
今
後
も
年
一
回
程
度
開
催
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
二
〇
一
七
年
秋
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
連
続
自
主
企
画
「
マ
ン
ス
リ
ー
ピ
ア
ノ
」
は
、
二
〇
二
〇
年
一
月
で
ひ
と
ま
ず
休
止
。
使
用
頻
度
が
低
か
っ
た
ピ
ア
ノ
を
活
用
す
べ
く
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
辻
千
絵
さ
ん
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
で
ほ
ぼ
毎
月
、
ピ
ア
ノ
を
使
っ
た
催
し
を
開
催
し
ま
し
た
。
二
年
半
で
み
ち
が
え
る
よ
う
に
音
が
出
て
き
た
ピ
ア
ノ
は
、
二
〇
一
五
年
亡
く
な
っ
た
母
か
ら
ス
タ
ジ
オ
へ
の
贈
り
物
で
し
た
。
追
悼
の
想
い
を
込
め
た
企
画
は
新
た
な
段
階
に
進
み
ま
す
。
ピ
ア
ノ
に
限
ら
ず
、
民
族
音
楽
、
古
楽
な
ど
、
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
楽
器
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
で
の
ご
利
用
が
増
え
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
、
と
て
も
響
き
が
良
い
と
言
っ
て
く
だ
さ
る
の
は
嬉
し
い
こ
と
で
す
。
レ
ッ
ド
ベ
リ
ー
ス
タ
ジ
オ
は
二
〇
二
〇
年
一
二
月
で
、
オ
ー
プ
ン
か
ら
満
二
〇
年
を
迎
え
ま
す
。
さ
て
今
、
あ
ら
た
め
て
こ
れ
か
ら
。
ド
ラ
マ
シ
ア
タ
ー
ど
も
便
り　
二
〇
一
九
年
～
二
〇
二
〇
年　
江
別
ド
ラ
マ
シ
ア
タ
ー
ど
も
Ⅳ　
安
念
優
子
昨
年
暮
れ
、
ど
も
Ⅳ
の
建
物
が
江
別
市
都
市
景
観
賞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
正
一
一
年
九
七
年
前
の
建
物
を
有
効
活
用
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
選
ば
れ
た
よ
う
で
す
。
こ
の
レ
ン
ガ
建
て
の
元
郵
便
局
が
ど
も
Ⅳ
に
な
っ
て
一
五
年
、
野
幌
駅
裏
の
ど
も
Ⅰ
か
ら
数
え
る
と
今
年
で
四
〇
年
目
に
入
り
ま
す
。
昨
年
私
達
の
劇
団
は
、
五
月
に
ヒ
モ
ト
タ
カ
ヒ
ロ
・
作
演
出
「夜
学
」、
八
月
安
念
智
康
・
作
演
出
『
ト
ド
山
第
三
分
教
場
パ
ー
ト
Ⅲ
二
〇
一
九
版
』
を
ド
ラ
マ
シ
ア
タ
ー
ど
も
Ⅳ
で
上
演
し
ま
し
た
。
九
月
は
、
知
床
斜
里
の
北
海
道
演
劇
集
団
の
仲
間
『
劇
団
み
ず
な
ら
』
が
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
『
ト
ド
山
第
三
分
教
場
パ
ー
ト
Ⅲ
二
〇
一
九
版
』
を
呼
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
『
ト
ド
山
―
―
』
は
代
表
の
安
念
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
、
北
海
道
の
戦
後
開
拓
の
子
供
た
ち
を
描
い
た
作
品
で
す
。
パ
ー
ト
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
と
シ
リ
ー
ズ
物
？
で
、
テ
ー
マ
や
主
役
の
子
供
た
ち
が
変
わ
っ
て
ゆ
く
・
・
。
ど
も
の
寅
さ
ん
み
た
い
な
芝
居
で
す
。
ゆ
め
ホ
ー
ル
の
公
演
後
の
交
流
会
で
、
斜
里
・
岩
尾
別
の
戦
後
開
拓
の
歴
史
に
携
わ
っ
て
い
る
方
か
ら
「
厳
し
い
開
拓
の
暮
ら
し
の
中
で
、楽
し
い
事
な
ん
か
あ
っ
た
の
か
い
？
」
と
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
安
念
は
「
子
ど
も
の
視
点
か
ら
は
ど
ん
な
環
境
の
中
で
も
、
喜
び
や
楽
し
み
を
見
つ
け
て
行
く
も
の
じ
ゃ
な
い
か
・
・
。
」
と
答
え
て
い
ま
し
た
。
道
内
外
の
町
に
、
縁
の
あ
る
人
を
頼
り
に
公
演
の
旅
に
出
か
け
て
